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新型コロナウイルスの世界的な感染拡大がとまりません。 

現在は人から人へ感染していますが、もともとこのウイルスはコウモリや野生動物から人に感染してきた人獣共通感染症です。 

そして、現在は人から伴侶動物へ感染し、ミンク農場で変異したウイルスが人に感染した事例もありました。 

さらに、アメリカでは野生のミンクからも新型コロナウイルスが検出されています。豚熱では野生の猪への感染が清浄国への復帰を妨げて

います。 

新型コロナウイルスにおいても野生動物における蔓延は終息を遅らせることになります。このことは私たち獣医学に携わる者の仕事です。

さらに重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTSV）も北上を続け静岡県まで侵入してきました。SFTSVが関東に侵入する日はそれほど遠く

ないかもしれません。 

講演では私たちの研究センターの新型コロナウイルスやSFTSVの取り組みをご紹介しながら、どのようにこれらの課題を克服すべきかにつ

いて解説いたします。 
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